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要 旨

本研究の目的は、基礎看護技術（ 技術項目）への関心の度合い、必要性の度合い、身につけ

たい度合いの違いと自己学習への取り組みの内容を比較し、その特徴を明らかにして、今後の教

育への示唆を得ることである。対象は、生活援助技術の授業を受けた看護学生で、方法は無記名

アンケート調査である。その結果、関心の度合いは、関心の高い群と低い群で比較すると、経管

栄養・導尿・輸液準備に自己学習の取り組み内容に有意差が見られた。必要性の度合いは、必要

性の高い群と低い群で比較すると、清拭以外の基礎看護技術項目に有意差が見られ、身につけた

い度合いは、自立群と要指導群で比較すると、清拭・陰部洗浄・経管栄養・輸液準備に有意差が

みられた。以上から、学生は、基礎看護技術への関心および必要性や身につけたい度合いが高い

ほど自己学習に取り組んでいたが、関心および必要性や身につけたい度合いが低いほど、自己学

習に取り組んでいなかった。今後、自己学習への取り組みの低い学生には、自己学習が看護実践

の基礎となる知識の習得や、技術練習が看護技術の定着に重要であることを、意識化し実践でき

るように指導することが重要である。
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【緒 言】

看護基礎教育に携わる者は、学生の学習へ

の興味や関心および問題意識を高めること

や、技術習得に向けた段階的な学習への支援

に取り組むことが必要である。

そこで、基礎看護技術を教授するにあたり

教員は、学生に演習前後に学習資料を提示し、

自己学習を促している。その自己学習効果に

ついて、 年 基礎看護技術の習得に向け

た自己学習への取り組みの実態 ） として報

告し、学生の演習前と演習後の学習への取り

組みの違いを明らかにした。

その報告の中での課題の つは、同じ学習

を学生に課しているにも関わらず、自己学習

に積極的に取り組む学生と、余り取り組まな

い学生がいることであった。

今回、自己学習への取り組みの違いには、

学生の学習への取り組み姿勢が影響すると考

えた。基礎看護技術への関心の度合いや必要

性の度合い、身につけたい度合いに着目し、

その関係を検討したので報告する。

【研究方法】

．対象者 大学看護学科学生で生活援助

技術論 ・ を受講した、 年度 年生

（ 名）と 年生（ 名）、 年度 年

生（ 名）、 年度 年生（ 名）の計

名である。なお、 年度は、カリキュラ

ム改正に伴い、生活援助技術が 年生へ移

行したことから、 年生と 年生を対象と

した。

．データ収集方法

）調査方法 無記名アンケート調査であり、

実施方法は、 期 期の学期末に一斉に

行った。

）調査内容

（ ）基礎看護技術（ベッドメーキング・清

拭・陰部洗浄・経管栄養・導尿・輸液準

備） 項目に対して 技術への関心、

技術への必要性、 身につけたい度合い

である。なお、回答は 技術への関心の

度合いは、関心が高いを 関心が高い群

とし、ある程度関心がある・あまり関心

がない・全く関心がないを 関心が低い
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群 とした。 必要性の度合いは、とて

も必要であるを 必要性の高い群 とし、

ある程度必要である・あまり必要でな

い・全く必要でないを 必要性の低い群

とした。 身につけたい度合いは、病院

実習で一人でできるようにしておきたい

を 自立群 とし、病院実習では指導の

もとでできるようにしておきたい・特に

病院実習までに習得したい技術ではない

を 要指導群 とした。

（ ）自己学習の取り組み内容に対して、回

答は、 事前に配布資料を読んだ、 事

前に内容を整理した、 事前に技術練習

をした、 事後に講義内容を整理した、

事後に技術練習をしたである。なお、

回答は 事前に配布資料を読んだ 全

体を読んだ 点 ・ 半分程度読んだ

点 ・ 読まなかった 点 、 事前に

内容を整理した 全体的に整理した

点 ・ 部分的に整理した 点 ・全

く整理しなかった 点 、 事前に技術練

習をした 一連の課程を練習した

点 ・部分的に練習した 点 ・練習

しなかった 点 、 事後に講義内容を整

理した 全体的に整理した 点 ・

部分的に整理した 点 ・全く整理し

なかった 点 、事後に技術練習をした

一連の課程を練習した 点 ・部分

的に練習した 点 ・練習しなかった

点 であり、点数が低いほど、積極

的に自己学習に取り組んでいるとした。

）回収方法 無記名で個人封印後、設置し

た回収ボックスに、対象者の意思で配布後

日までに投函してもらった。

．データ収集期間 年 月 年

月

．データ分析方法 データの分析には、統

計ソフト を使用した。検定方法

は、関心の度合い、必要性の度合い、およ

び身につけたい度合いのそれぞれにおける

群間について、自己学習の取り組み内容

の違いの有無を、 の 検定

で有意水準 を として調べた。

【倫理的配慮】

研究の参加は自由意思であり、参加を拒否

しても学業成績など何らかの不利益を被らな

いこと、データ収集は、無記名で封筒に入れ

封印後、回収箱に入れるなど個人が特定でき

ないように配慮することなど、口頭と文書を

もとに説明を行った。研究への同意は、アン

ケートの提出をもって得た。なお、本研究は、

高知大学医学部倫理委員会の承認を得て実施

した。

【結 果】

アンケートの回答数は、 年度、前期後

期とも 年生 名（ ％）、 年生 名

（ ）、 年度、前期 名（ ）、

後期 名（ ）、 年度、前期後期と

も 名（ ）であった。

．基礎看護技術への関心の度合いと、自己

学習の取り組みの比較

関心の度合い 群間における自己学習の取

り組み内容について有意差が見られなかった

基礎看護技術項目は、ベッドメーキング・清

拭・陰部洗浄であった。有意差が見られた基

礎看護技術項目は、経管栄養の 事後に技術

練習をした （ ）、導尿の 事前に配

布資料を読んだ （ ）、輸液準備の 事

前に配布資料を読んだ （ ） 事前に

内容を整理した （ ） 事後に講義内

容を整理した （ ） 事後に技術練習

をした （ ）の、基礎看護技術 項目

と、自己学習の取り組み内容 項目であった。

（表 ）
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．基礎看護技術への必要性の度合いと、自

己学習の取り組みの比較

必要性の度合い 群間における自己学習の

取り組み内容について有意差が見られなかっ

た基礎看護技術項目は、清拭であった。有意

差が見られた基礎看護技術項目は、ベッド

メーキングの 事後に講義内容を整理した

（ ）事後に技術練習をした（ ）、

陰部洗浄の 事後に講義内容を整理した （

）、経管栄養の 事前に内容を整理した

（ ） 事後に講義内容を整理した （

） 事後に技術練習をした （ ）、

導尿の 事前に内容を整理した（ ）事

後に講義内容を整理した （ ） 事後

に技術練習をした（ ）、輸液準備の 事

前に配布資料を読んだ （ ） 事前に

講義内容を整理した （ ） 事後に講

義内容を整理した （ ） 事後に技術

練習をした （ ）の、基礎看護技術

項目と、自己学習の取り組み内容 項目で

あった。（表 ）
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表 看護技術項目への関心の度合いの違いと自己学習取り組みの比較
技術
項目

自己学習の
取り組み内容 事前に配付資料を読んだ 事前に内容を整理した 事前に技術練習をした 事後に講義内容を整理した 事後に技術練習をした

関心の度合い 関心の
高い群

関心の
低い群 合計 関心の

高い群
関心の
低い群 合計 関心の

高い群
関心の
低い群 合計 関心の

高い群
関心の
低い群 合計 関心の

高い群
関心の
低い群 合計

ベ
ッ
ド

メ
ー
キ
ン
グ

平均値
の

有意確率（両側）

清
拭

平均値
の

有意確率（両側）

陰
部
洗
浄

平均値
の

有意確率（両側）

経
管
栄
養

平均値
の

有意確率（両側）

導
尿

平均値
の

有意確率（両側）

輸
液
準
備

平均値
の

有意確率（両側）

，

表 看護技術項目への必要性の度合いと自己学習取り組みの比較
技術
項目

自己学習の
取り組み内容 事前に配付資料を読んだ 事前に内容を整理した 事前に技術練習をした 事後に講義内容を整理した 事後に技術練習をした

必要性の度合い 必要性の
高い群

必要性の
低い群 合計 必要性の

高い群
必要性の
低い群 合計 必要性の

高い群
必要性の
低い群 合計 必要性の

高い群
必要性の
低い群 合計 必要性の

高い群
必要性の
低い群 合計

ベ
ッ
ド

メ
ー
キ
ン
グ

平均値
の

有意確率（両側）

清
拭

平均値
の

有意確率（両側）

陰
部
洗
浄

平均値
の

有意確率（両側）

経
管
栄
養

平均値
の

有意確率（両側）

導
尿

平均値
の

有意確率（両側）

輸
液
準
備

平均値
の

有意確率（両側）

，



．基礎看護技術への身につけたい度合いと、

自己学習の取り組みの比較

身につけたい度合い 群間における自己学

習の取り組み内容について有意差が見られな

かった基礎看護技術項目は、ベッドメーキン

グと導尿であった。有意差が見られた基礎看

護技術項目は、清拭の 事前に内容を整理し

た （ ） 事前に技術練習をした （

） 事後に講義内容を整理した （

） 事後に技術練習をした （ ）、

陰部洗浄の 事後に講義内容を整理した （

）、経管栄養の 事前に技術練習をした

（ ） 事後に技術練習をした （

）、輸液準備の 事前に技術練習をした

（ ）の、基礎看護技術 項目と、自己

学習の取り組み内容 項目であった。（表 ）

【考 察】

技術の修得過程には 知る段階 身につ

ける段階 使う段階 があり、 知る段階

では看護技術の目的を意識しながらその根拠

をつかむこと、また、身につける段階 では、

ポイントを正確にくり返すことの重要性 ）が

言われている。今回、学生は、自己学習にお

いて技術習得に必要な知識を得るための事前

事後の学習や、技術を身につけるための技術

練習に、基礎看護技術の項目により取り組み

に違いがあることが明らかになった。

基礎看護技術への関心の度合いの比較で

は、ベッドメーキングや清拭、陰部洗浄の項

目で差がみられなかった。これらは、日常生

活を整える援助技術項目であり、環境を整え

清潔を保つなど身近に関心を向けやすい技術

によると考える。看護技術への関心の度合い

で差が見られた経管栄養や導尿、輸液準備で

は、健康回復に必要な治療援助技術の項目で

あり、その中でも輸液準備は事前事後に知識

を整理し技術練習をするなど、その取り組み

に差が見られ、その差は、看護技術一連の流

れの複雑さが関心の度合いと自己学習に影響

していると考える。

基礎看護技術への必要性の度合いの比較で

は、清拭の技術を除く 技術項目に何らかの

差が見られ、中でも事後の内容整理は清拭を

除く 技術項目に、事後の技術練習では、清

拭や陰部洗浄を除いて 技術項目に取り組み

の差がみられた。事前の自己学習に比べ演習

後の自己学習に差が見られたことは、演習に

よりこれらの基礎看護技術項目が実践におい
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表 看護技術項目への講義後までに身につけたい度合いと自己学習取り組みの比較
技術
項目

自己学習の取り組み
内容項目 事前に配付資料を読んだ 事前に内容を整理した 事前に技術練習をした 事後に講義内容を整理した 事後に技術練習をした

講義後までに身に
つけたい度合い 自立群 要指導群 合計 自立群 要指導群 合計 自立群 要指導群 合計 自立群 要指導群 合計 自立群 要指導群 合計

ベ
ッ
ド

メ
ー
キ
ン
グ

平均値
の

有意確率（両側）

清
拭

平均値
の

有意確率（両側）

陰
部
洗
浄

平均値
の

有意確率（両側）

経
管
栄
養

平均値
の

有意確率（両側）

導
尿

平均値
の

有意確率（両側）

輸
液
準
備

平均値
の

有意確率（両側）

，



てなくてはならない必要なものとして、必要

性の低い学生には意識化されていない状況に

あると考える。

基礎看護技術への身につけたい度合いの比

較では、清拭の技術に取り組みに差がみられ

た。清拭は、患者の身体を清潔に整えるのみ

でなく人間関係を形成する効果もあって、患

者のみならず看護者にとっても快の刺激への

反応が体感できる項目であり、実習では実施

する機会が多いにも関わらず、身につけたさ

が自己学習に影響していると考える。

以上より、学生は、関心や必要性や身につ

けたい度合いが高いほど、自己学習に取り組

み、度合いが低い学生ほど、自己学習に取り

組んでいない傾向が見られた。この傾向の違

いには、演習前後の基礎看護技術への関心の

度合いや必要性の度合い、身につけたい度合

いと自己学習への取り組み内容が関係すると

考えるが、今回はその視点での調査をしてい

なかった為、演習が自己学習にどの程度影響

し、変化したのか明らかにすることができな

かったことが挙げられ、本研究の限界と言え

る。

今後の課題として、看護技術への関心や必

要性や身につけたい度合いが低い学生には、

自己学習による事前事後の学習が看護実践の

基礎となる知識蓄積に繋がることや、繰り返

しの技術練習が看護技術の定着に重要である

ことを、意識化し実践できるように指導する

ことが重要であると考える。

【結 論】

．自己学習の取り組み内容に有意差が見ら

れたのは、 関心の度合いでは、経管栄養・

導尿・輸液準備、 必要性の度合いでは、

ベッドメーキング・陰部洗浄・経管栄養・

導尿・輸液準備、 身につけたい度合いで

は、清拭・陰部洗浄・経管栄養・輸液準備

であった。

．学生の基礎看護技術への関心や必要性や

身につけたい度合いが高いほど、自己学習

に取り組んでおり、度合いが低い学生ほど

取り組んでいなかった。

．今後の教育への示唆として、看護技術へ

の関心や必要性や身につけたい度合いが低

い学生には、自己学習が看護実践の基礎と

なる知識習得や、技術練習が看護技術の定

着に重要であることを、再度意識化し実践

できるよう指導することの必要性が明らか

になった。
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